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【内 容 抄 録】

I..昭 和8年 及同10年 冬季 ノ大阪地方ニ於ケル 「イ

ソフルエソザ・エピデミー」ニ 際 シテ 「イソフルエン

ザ」患者ノ喀痰及咽頭粘液ニ 就テプァイフェル氏菌 ノ險

索 ヲ行 ヒシニ、昭和8年 度ニ 於テハ138例 中116例

(84.1%)、 昭和10年 度ニ 於テハ90例 中3例(3.3%)

ノブ氏菌槍出成績 ヲ得 タリ。

II.昭和6年 ヨリ同11年ニ 至ル間 ノ今村内科ニ於ケ

ル肺結核患者喀痰ニ 就 テプ氏菌検索 ヲ行 ヒシニ其險

出率ハ概 シテ夏季ニ勲 クシテ冬季ニ増加 スル傾向ア

リ。且昭和8年 度 戸ノ「イ」流行時ニ於ケル結核喀痰 ニ

アリテハ182例 中37例(20.3%)、昭 和10年 度 ノ「イ」

流行時ニアリテハ177例 中8例(4.5%)ノ ブ氏菌險出

率 ヲ得、當該 「イ」流行年次ノ 「イ」患者ニ於ケル本菌

險出率曲線 卜略 く平行スルモノアリ。而 シテ肺結核

患者ニ於テハ其病症 ノ重篤ニ 傾クニ從 ヒテ本菌 ノ險

出率大 トナルモ、 プ氏菌 ノ介在ハ 既存 ノ結核病變ニ

對シテ直接 ニハ悪影響 ヲ及ボサ〃ルモノ、如 シ。

III.「 イソフルエンザ」ガ肺結核ニ 及 ボス影響ニ就テ

ハ此雨度 ノ「イ・エピデミー」ニ際 シ、今村内科外來及

入院肺結核患者ニ就 テ調査セリ。

之ニ 膿 レバ昭和8年 度ニアリテハ外來患者1000例 中

肺結核患者 ノ「イ」ニ罹患セシモノハ93例(9.3%)ニ

シテ、 入院肺結核患者 ノ「イ」罹患ハ182例 中10例

(5・5%)ナ リ。而シテ昭和10年 度 ニアリテハ外來患

者850例 中肺結核患者 ノ「イ」ニ罹患セシモハ89例

(10.5%)ニ シテ、入院肺結核患者 ノ「イ」罹患ハ220

例 中8例(3,6%)ナ リ。是等ニ就テ其經過 ヲ觀察スル

ニ「イ」罹患ガ誘因 トナリテ既存 ノ結核病變 ノ悪化セ

シモノ無キガ如 シ。

IV.叙 上 ノプ氏菌險索成績及余等 ノ行ヘル「イ」患者

咽頭洗瀞濾液 ヲ以テセル動物實驗成績 ヨリシテ「イン

フルエソザ」 ノ病原ハ 或種 ノ濾過性病毒 ガ之ニ關與

シ、 プ氏菌ハ單ニ 二次的意義 ヲ有スルニ過ギザルモ

ノト思惟ス。

(本稿 ノ大要ハ第12囘 及第14回 日本結核病學會総會

ノ席上ニ於テ之 ヲ報告セ リ)。
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緒

昭和8年 及 同10年 冬 季 ノ大阪 地方 二於 ケル「イ

ンフルェ ンザ・エ ピデ ミー」二際 シテ余等 ハ 「イ

ンフルエ ンザ」患者 ノ喀 疾或 ハ咽頭塗抹 材料 二

就 テ培養試験 テ行 ヒ、此2回 ノ流行 二於 ケルズ∠

1フxル 氏 「1ン フルエ ンザ」菌 即Hemophilus

infiuenzae(以 下 プ氏菌 ト略稻tス)ノ 検 出卒 テ比

言

較 セリ。 爾昭和6年 ヨ リ同11年 二至ル間今村

内科 二入院 セル肺結核患者 ノ喀疾 二就 テプ氏菌

ノ検 索 テ行 ヒ、 プ氏菌 ノ「エ ピデ ミー」性 「イン

フルェ ンザ」二封 スル病原 的意 義拉 二「インフル

エ ンザ1ノ 肺結核経過 二及 ボ ス=影響 二就 テ些 力

知見 テ述 ベ ン トス。

第一章 「イン7ル エンザ」患者 二於ケルプ7イ フ=ル氏菌ノ検索

「インフルエ ンザ」(以下軍 二「イ」ト略構 ス)ノ 流

行時 二於 ケ ルー∠氏菌 ノ検 出率 ハ其 流行年次及

報告者 二依 リテ甚 シキ動揺 ア リ。之 テ文献 二徴

スルモPritchett(i),Duval(2),Small(31,Loe-

wenhardt〔4),Huebschmann(5),Prausnitz⑥.

Isabolinski〔7),Schmidt(8)等 ハ 本菌 テ高卒 二検

出 シ、Hoffmann〔`J),Detlef(10),KiBkalt(111,Kr-

ausekl2>,Meher(13',,Selter(i4),Ganzt・is'等 ノ報告

二於 テハ極 メテ低卒 ナ リ。

本邦 二於 テモ亦 「{」流行時 二於 ケル プ氏菌 ノ検

索報告枚暴 スルニ逞 ナ キガ如 キモ、今其 主要 ナ

ルモノテ碁 ク●レバ大正7年(1918年)度 ノ 「イ・

バ ンデ ミー」二 際 シテ 石原氏等(16)ハ143例 二於

テ62%、 松 波氏等(17)・・検査例少撒 ナルモ46%、

中 島氏等(18)ハ109例 中58例(53%)、 」叉昭和8

年11933年)度 ノ流行 二際 シテ岡 田氏(19)ハ咽 頭粘

液 ノ培養 二依 リテ354例 中82例(23.16%)ノ ブ

氏菌陽性 テ掲 ゲタ リ。

第 一 節 槍 査 材 料 拉 二槍 査 方 法

検査材料

昭和8年 冬季 二於 ケル「エ ピデ ミー」性 「イ」ハ上

氣道、氣管或 ハ氣管枝 ノ「カター ル」症歌 テ伸 ヒ

シ者多 ク、從 ヒテ容 易二喀疾 テ探取 シ得 タルモ

昭和10年 冬季 ノ 「イ」ハ呼吸器 ノ「カタール」症

封犬ラ鋏 除 セル者多 クシテ喀疾 テ得 ルコ ト困難 ナ

リシガ爲 二咽 頭塗抹材料 ヲ以 テ培 養 二供 セ リ.

而 シテ検査 材料 ハ圭 トシテ今 村 内科 二於 ケル外

來患者 ヨリ之 テ探取 シ、定型的 ナル感 冒症状 テ

呈 シ、第3病 日以内 ニテ叢熱38℃ 以上 ノ者 テ

選 ピタリ。

検査方法

検査材料 ハ探取後速 カニ實験二供 シタリ。而 シ

テ喀疾ハ小粘液 片テ探 リ之 テ約10c・c・ノ滅菌生

理的食盤水或 ハ中性「ブイヨン」テ充 タセル中試

験管内二移 シテ輕 ク振盗洗}條シ試験管 テ替ヘテ

之テ撒同繰 リ返 シ、 口腔 ヨリノ分泌物 テ可及的

除去セル後其一白金耳テ探 リテレーヴ ィンター

止培地或ハ血液寒天卒盤培地(家 兎血液 テ使用

セリ)2枚 以上二塗抹培養 テ行ヘリ。

斯 クノ如 クニシテ得 タル洗條喀疾 ノ培養 二於テ

ハ概 シテロ腔二介在 セル諸種細菌 ノ叢育 テ見ル

コト勘 クシテ深部氣道二由來 スルモ ノト看倣 サ

ル ・細菌テ殆 ンド純培養 ノ状態 二於 テ培養 スル

コトテ得 タリ。尚咽頭粘液ハ患者 テシテ数同咳

漱セシメタル後直チニ滅菌綿棒 テ以 テ咽頭後壁

テ擦過 シ、直接前記 ノ卒板培地 ノー隅二塗抹 シ

白金耳テ以テ之テ培地全面 二塗擦 セリ。

尚是等喀疾拉 二咽頭粘液 二就 テハ載物硝子数枚

二塗抹標本テ作製 シ、 プ、イフェル染色法、 グラ

ム染色法等 テ行 ヒテ顯微鏡的検査 二充 テタリ.

面 シテ培養 ハ艀温 二24時 間乃至48時 間放置

後、∠氏菌 ト看倣 サル ・モ.ノ及爾他 ノ菌集落 ヨ

リ純培養 テ行 ヒ、ゴ氏菌ハ鏡検 陞状、培養性状

テ検 シ、肺炎勢求菌ハ鏡検性状、培養性状、謄

汁溶解性、「イヌリン」分解性等 テ検 シ、場合 二

依 リテハ「マウス」通過 テ行 ヒテ血液及臓器塗抹
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標本二就 テ葵膜染色 テ行 ヒテ菌種 テ決定セリ。 第 二節 槍 査成 績

其他 ノ細菌ハ圭 トシテ培養性状及鏡検性状二依 得 タル成績 テ表示 スレバ第1表 ノ如 シn

リテ其菌種 テ類別セリ。 即昭和8年(1933年)冬 季 二於ケル 「イ」流行時

第1表 「イソフルエソザ」患者二於ケルプァイフ=ル氏菌ノ楡出率

1

「イソフ… ン噺 年次 姻 欄

i

プ氏菌 ノ

霧撫 炎璽球零轟ナ ル モ ノ

『

プ繭 謹 獲 球継 ヲ殆舳 嚇
ソド認メ菌及其他Z氏 菌 ノ

ザルモ ノノ細菌 楡出率

鯉 墓(11召和8年10月 ヨ リ9年3月二至ル)喀疾

鯉 撃僑禦 景 呈見リ)咽頭粘液

93238138
67.4%16.6%5.8%

113156
7.9%2.2%84.1%

290
2.2%1 、1%i、,ll%io,,76%3.3隻

ニ アリテハ プ氏菌 ノ検 出率 ハ138例 中116例 即

84.1%ノ 高 卒 ナ リ。而 シテ其他 ノ主要 細菌 ハ肺

炎蔓 球菌 ニ シテ31例(22.4%)テ 算 シ殆 ンド細

菌 ノ畿育 テ認 メザ リシモ ノ11例(7・9%)テ 得 タ

リ。

爾 昭和10年(1935年)冬 季 ノ流行 二際 シテハze

氏 菌 ハ90例 中3例 即3.3%ノ 低 率 ニ シテ肺 炎

墜球 菌 ハ17例(18.9%)ナ リ。

余等 ノ得 タル成績 ヨリスレバ此雨度 ノ 「エ ピデ

定一」性 「イ」二於 テハ プ氏菌 ノ検 出卒 二甚 シキ

相違 アリ.昭 和10年 度 二於 テハ 咽頭塗抹 材料

ヨ リ培養 セルガ故 ニ プ氏菌 ノ検 出低卒 ナリ トハ

謂 フ能 ハ ズ。 何 トナ レバ第二章 二於 テ叙述 スル

如 ク肺結核 患者喀疾 二於 ケル プ氏菌検 出卒 モ昭

和10年 度 ノ「イ」流行 時 ニ アリテハ 昭和8年 度

ト比較 シテ著 シク低卒 一 シテ、 昭和10年 度 ノ

「エ ピデ ミー」一 アリテハ プ氏菌 ガ「イ」二關與 ス

ル コ ト少 カ リシモ ノ ト考 八得 ベ シ。即、 「イ・エ

ピデ ミー」 一ヨ リテ プ氏菌 ノ検 出卒 二甚 シキ懸

隔 アリ。 叉後述 スルガ如 久 肺結核患者 ノ喀疾

二於 テモ「イ」流行 時 ト非流行時 トテ問 ハ ズ常 在

細菌 トシテ検 出 セ ラル ・傾向 アル鮎等 ヨリ、 プ

氏菌 ハ「イ」ノ病原 トシテー次 的 ノ意義 テ有 スル

モ ノナ リヤ或 ハ軍 二二次 的 ノ意義 テ有 スル ニ過

ギザル モ ノナ リヤニ就 テ識 ラン ト欲 シ、昭和10

年 度 ノ「イ」流行 二際 シテハ余 等 ハ「イ」患者 ノ咽

頭 洗縢液 ノベ ル ケ フ呂ル ド濾液 ヲ以 テ、圭 トシ

テ海狸 及帥 テ用 ヒテ累代接 種實験 テ行 ピタ リ。

之 二檬 レバ試駄 ノ或 モ ノニ於 テニ相 性熱型 、血

像 ノ攣 化、肺臓 二於 ケル急 性 「カタール」性病攣、

累代接種 可能 等 ノ成績 ヨリ シテー種 ノ濾過性病

毒 テ傳蓬 シ得 タルモ ハ 如 シ。

(本實験成績 ハ飢 二第10同 聯 合微 生物學 會二於

テ報 告 セ リ)。

阿部 氏等(20)ハ既 二大正9年 度 ノ「イ」流行 二際 シ

テ海狽 ヲ用 ヒテ 患者 材料 ノ接種 實験 テ行 ヒ、

Smith等(21)ハ 帥 テ試 駄 トシテ「イ」病毒 ノ傳達 二

成功 シタ リ ト報告 セ リ.其 他 「イ」病原 ノ濾過性

二關 スル研 究報 告 ハ枚基 二逞 アラズ。

長與 博士 ハ大正7年 來 ノ本邦 二於 ケル「イ」ノ流

行 二際 シテInfluenzaResearchCommittee

ノ報 告(20)二於 テ 「余等 ノ既往4ケ 年 間 ノ研究 ヨ

リシテプ氏菌 ハ「向 ノ眞 ノ病原膿 ニハ非ザルベ

シ ト思考 スルモ本病 二封 シテプ氏菌 ガ無害 ノ細

菌 ナ リ ト考 フルモ ノニ非 ズ」ト述 くごラレタリ。

余等 モ亦叙 上 ノ實験成績 二基 ヅキテ「イ」ノ病原

トシテハ或種 ノ濾過性病毒 ガ之 二關與 スルモ ノ

ニ シテプ氏菌 ハ輩 二二次的 ノ意義 テ有 スルニ過

ギザ ルモ ノ ト推 定 ス。

第二章 肺結核患者 二於 ケル?'Zl〔7エ ル氏菌ノ検 索

Pfeiffer(22)ハ 結 核屍 ノ肺臓 ヨ リプ氏菌 テ培 養 シ 本菌 ガ肺結核 二混合感染 テ惹起 スル時ニハ其豫
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後 テ シテ不良 ナ ラシム ト謂 ヒシテ始 メ トシテ此

方面 ノ文獣亦紗 ナカ ラズ。 其圭要 ナルモ ノテ塞

グレベWohlwill(23)ハ 「イ」 ノ流行 ラ見ザ リシ

1907年 ノ夏季 二於 テ 結核屍73例 ノ氣管枝 内容

ヨリ16例(22%)ニ プ氏菌 テ謹 明 シ本菌 ・・結核

二於 テ混合感染 ノ意義 テ有 スル モ ノニ非ズ ト云

ヒ、Kerschensteiner(24)ハ 肺 結核患者 ノ喀疾 ヨ

リ35例 中5例(14%)、 次 二18例 中5例(28%)

二検 出 シ本菌 ハ肺結核 二封 シテ病原 的意義無 シ

トセリ。Pfeiffer門 下 ノScheller(25)ハ ブ氏菌 ハ

常在性 ノ無 害菌 二非 ズ シテ「イ」ノ病原菌 ナ リ ト

ノ見解 二基 ヅキテ初期肺結核 患者 ノ喀疾 テ流行

ノ各時期 二亙 リテ検 索 シ、 プ氏菌 検出卒 ノ多寡

ハ「勧 ノ流行 ト其 潰長 テ共 ニ シ、流行 ノ極期 ニ

アリテハ肺結核患者 ノ3分 ノ1二 之 ラ検出 シ流

行 ノ鎭静 ト共 二其 検出卒 テ減 ジ終焔 後 二於 テハ

本菌 テ謹明 スル コ ト能 ハズ ト云 ヘ リ。

Leichtentritt(26)ハ1918年 ノ「イ・バ ンデ ミー」當

時二於 テ228例 ノ結 核喀疾 ヨリ58例(25.4%)

二、又 且ayes(2nハ 時 テ同 ジウシテ90例 ノ結核

屍 ノ肺室洞 ヨリ屡 ≧プ氏菌 テ分離培 養 シ本菌 ハ

室洞形成 二意義 ヲ有 スルモ ノナ リトセ リ。

本邦 二於 テハ石原 氏等(28)ハ大 正7年 ノ 「バ ンデ

E-」 二際 シテ結核患者38例 ノ喀疾 ヨ リ21例

(55%)ノ 陽性成績 テ得 タルモ、プ氏菌 ハ本病 ノ

豫後 二影響 スルコ ト大 ナ ラザルベ シ ト述 べ、加

治木氏(29)ハ重 症肺結核12例 中6例(50%)、 輕

症78例 中13例(16.6%)ノ 陽 性卒 テ示 シ、再

t'(30)大正11年 度 ニハ 殆 ン ド純培養 ノ歌態 二於

テ22.3%二 本 菌 テ詮 明 セ リ ト謂 ヘ リ。田中氏(31)

ハ非流行 時 二於 テ肺結核喀 庚中59.5%(大 正9

年12月)、46.1%(同10年4月)、54.5%(同 年

10月)ノ 陽性成績 テ得、 中村 氏等(32)モ亦 非流行

時 二於 テ150例 中51例(34%)二 之 テ検 出 シ本

菌ハ「イ」ノ流行 時或 ハ非流行 時 ナルテ問 ハズ常

二肺結核 患者 ノ多数例 二於 テ詮 明 セ ラレ
、其存

在ハ結核 症状及豫後 二封 シテ大 ナル影響 テ及 ボ

スモノニ非 ズ ト述 ベ タ リ。

要之二肺結核 患者 ノ喀疾 中二随件細菌 トシテze

氏菌 ガ検出セラル ・コ トアルモ概 シテ結核病機

及豫後二封 シテ悪影響 テ及ボスコト勘 シト謂 フ

モ ノ・如 ク、余等モ亦此間 ノ清息 テ識 ラント欲

シテ之二關スル検査 テ施行 セリ。

第 一節 検 査材 料拉 二槍査 方 法

検査材料

検査 二供 セシ肺結核患者材料 ハ昭和6年4月 ヨ

リ同11年3月 二至ル間 ノ今村内科 二於ケル入

院患者 一 シテ其早朝喀疾 テ滅菌生L込 「シャー

レ」内二喀出セシメ、材料探取 ノ後可及的迅速二

培養 テ行 ヒタリ。

検査方法

第一章第一節二於 テ叙 セシガ如 ク喀疾洗糠法 テ

行 ヒテ肺疾 ラ得ルニ努 メ、之テ血液寒天ZF盤 培

養 テ行 ヒ、併 セテ塗抹標本二就テチール・ネール

ゼン、 グラム、 ギームザ染色法等 テ行 ヒテ結核

菌及爾他 ノ随件細菌拉 二細胞等 ノ顯微鏡的検査

ラ施行 セリ。

肺結核患者 ノ喀疾ハ3日 乃至5目 ノ間隔 テ以テ

逡日細菌學的検査 テ行 ヒ、肺結核 ノ謂所二次的

混合感染 二於ケル随件細菌Begleitbakterienノ

検索テ施行 セリ。之二關 シテハ既二今村教授33》

及小野岡 ノ報告 セシ庭 ナリ.

本章二於テハ「イ」流行時及非流行時 二於 ケル肺

結核患者喀疾中 ノブ氏菌検索二就テ叙述 セント

フ㌔

第 二 節 槍 査 成 績

得 タル成績 テ示 セバ第2表 ノ如 シ。

之 二嫁 レバ肺結核患者喀疾 二於 ケル プ氏菌 ノ検

出卒 ハ概 シテ夏季 二砂 クシテ冬季 二於 テ檜 加 ス

ル傾 向 ア リ。之 テ「イ」流行 ノ時季 ト比較 スル ニ

昭和8年(1933年)度 ノ流行 時 二於 テハ182例 中

37例(20.3%)一 シ テ流行翌年 ノ冬季 ニ アリテ

モ120例 中16例(13.3%)テ 算 シ非流行 時 二於

ケルヨ リモ概 シテ高率 ニ プ氏菌 テ検 出 セ リ。

然 ル ニ昭和10年(1935年)度 ノ流行 二際 シテハ

177例 中8例 即4.5%ナ リ。 帥同流行年 次 二於

ケル「イ」患者 ノブ氏菌検 出卒 ト比較 スルニ之 ト

略 ≧一致 シテ低率 ナ リ。
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第2表 肺結核患者喀疾二於ケルプ7イ フ呂ル氏菌 ノ検出率

年 次 検 査 倣

プ氏菌ノー

殆 ソ ド純培養
ナル

モ ノ

プ氏菌 トー

肺炎墜球
菌

肺炎健球
菌 ノ殆 ソ
ド純培養
ナルモノ

'

細菌 ヲ殆
ソド認メ

ザルモノ

葡萄状球
菌及其他
ノ細菌

『

プ氏菌ノー

槍出率

昭和6年4月 一10月 30 1 1 3

19

22

20

3
2
6.6%

自6年11月 至7年3月 50 3 2 6

　

5
10.0%

7年4月 一10月 40io
!

2 4 29 5

一

2

5.0%

自7年11月 至8年3月
1

70{4
1

5 27 25 9
9
12.9%

8年4月 一10月
160'{1 4 2 47 6

5
8.3%

自8年11月 至9年3月
「イ ソ フル エ ソザ」流 行 時 182 16 21 46 78 21

37
20.3%

自9年11月 至10年4月
流 行 翌 年

120 9 7 41 24 39
16

13.3%

10年5月 一9月 100 4 0 42 114

1
!8

39
4
4.0%

11年1月 一3月
1イ ソ フル エ ソザ」流 行 時

175

(今村内科)
2 1 26 ,38

3
4.1%

8
4.5%

166
177
1(日赫 炉 療養院)

i

2 1 7 17 39
3
4.5%

36

(近江療養院)
2 0 3 19 12

2
5.6%

爾肺結核患者喀疾中二.∠氏菌陽性ナルモ ノテ肺

結核病症二依 リテ分類 スレバ第3表 二示 スガ如

シo

第3表

プァイフェル氏菌 ノ検出率 ト肺結核病症 トノ關係

1 プ氏菌

年 次=瞼 査藪 蕩性

1

病 症
紀

輕症眸 症障症
1脚6年 一25・

,ll%'3

皇§隼r…鋸 ・8220鷺%8

皇雌 朋 ・201,,1£%3

覇5月 一 …4.き%2

誓芳1月 一 ・774.1%・

計及百脾829、 。ll
..、,ll%

12

16

8

2

3

41
46.6%

8

13

5

0

4

30
34,1%

即 プ氏菌 陽性者 ハ、絡 計829例 中88例 一 シテ

10.6%テ 算 シ、此 内輕症19.3%、 中等症46.6

%,重 症34.1%ナ リ。

之 ラ「イ」流行時及非流行時 ニヨ リテ優 別 スレバ

第4表A及B二 於 テ観 ル ガ如 シ。

之 二嫁 レバ 「イ」流行 時 二於 ケル プ氏菌 ノ検 出李

ハ359例 中45例 自012.5%ニ シテ之 テ肺結核病

症 ヨ リ観 ルニ輕症20.O%、 中等症42,2%、 重

証 肺結核病型・・臨林的蛇 二X線 所見二櫨

リテ大別セリ

第4表(A)

肺結核患者二於ケルファイプェル氏菌 ノ槍出傘

(「イソフルエソザ」流行時)

年 次 検査数
プ氏菌
一

陽性者

病 症

輕症牌 症1聾

自昭和8年11
月至9年3月

182
37
20.3%

8 16 13

11年1刀 一

3月
177

8
4.5%

1 3 4

計及百分率 359
45

12.5%
9
20.0%

19
42.2%

17

37.8%
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第4表(B)

肺結核患者二於ケルプァイフヱル氏菌 ノ槍出率

(「イソフルエソザ」非流行時)

年 次 槍査藪
プ氏菌
一

陽性者

1「

病 症

輕症 中等症 重症

昭和6年 一
8年

250
23

9.2%
3 12 8

自9年11月
至10年4月

120
16
13.3%

3 8 5

10年5月 一

9月
100

4
4.0%

2 2 0

計及百分率 470
43
9.1%

8
18.6%51.2%

22 13
30.2%

症37.8%ナ リfi

尚、非流行時 ニ アリテハ470例 中43例 即9.1%

ニ シテ病症別二依ル検出卒 ハ輕症18.6%、 中等

症51.2%、 重症30.2%ナ リ。即「イ」流行時或

ハ非流行時ナルテ問ハズ肺結核患者喀疾中二於

テプ氏菌 ハ約10%二 検出セラレ、且中等症及重

症者 二於 テ高傘 二認 メラル。

尚、 プ氏菌陽性者 ノ肺結核経過 テ観察 スルニ今

村教授圃拉 二著者等 ノ1人 小野(34ワ翫二報告 セ

シガ如 ク其他 ノ随俘細菌就中肺炎勢 求菌二因ル

モ ノト比較 シテ其混合感染症歌ハ概 シテ輕度ナ

ルカ或ハ無影響 ニシテプ氏菌ハ肺結核経過 二封

シテ悪影響テ及ボ スモノトハ認ムル能ハザルナ

リ.

第三章 「イン7ル エンザ」ガ肺結核 二及ボス影響

「イ ン フル エ ンザ 」ガ 肺 結 核 二及 ボ ス影 響 二 就 テ

論 述 セ ル 文 献 亦 砂 シ トセ ズ 。

即v.且ayek(35),Guth(36),Dorn(37),Muchu.

Ulrici(38),Liebermeister(39),Seuffer㈹,Stenst-

r6m㈹,Levinthal(42),Crouzon㈹,且eld㈹ 等 ノ

肺 結 核 患 者 ノ 「イ 「二罹 患 セ ル モ ノ ニ ア リ テ ハ 其

結 檎 病 攣 ハ 悪 化 ス ト述 くご、Deutsch㈹,Wiese㈹,

Deusch晦 等 ハ 悪 影 響 テ及 ボ サ ズ ト謂 フ.而 シ テ

Oekonomopoulo㈹,Puder㈹ 等 ハ 其 中 間 設 テ唱

フル等 甲 論 乙 駁 今 尚 論 雫 ノ維 ユ ル 所 テ識 ラ ズ 。

余 等 ハ 「イ」流 行 時 二 於 ケ ル 今 村 内 科 ノ外 來 及 入
む

院患者 ノ内、肺結核患者 ニ シテ「イ」二罹患 セシ

モ ノニ就 テ臨躰的観察 テ行 ヘ リ.之 二依 リテ得

タル成績 テ示 セバ第5表 ノ如 シ。

印、昭和8年 度 ノ「イ」流行 二際 シテハ外來 患者

1000例 中肺結核 患者 ノ「イ」二罹 患 セ シモ ノハ

93例(9.3%)ニ シテ、 入院肺結核患者 ノ「イ」二

罹患 セ シモ ノハ182例 中10例(5.5%)ナ リ.

叉、昭和10年 度 ノ流行 二際 シテハ外來 患者850

例 中肺結核患者 ノ「イ」二罹患 セ シモ ノハ89例

第5表

「イ ンフ ル エ ンザ」ト肺 結 核 トノ關 係

調 査 期 間 患者別 調査数

肺 結 核 患

者 ノ 「イ
ソフ ノレエ

ソザ」 二

罹 患 セ シ
モ ノ

自昭和8年12月
至"9年3月

外 來 1000
93
9.3%

入 院 182
10
5.5%

自昭 和10年12月

至"11年2月

外 來 850
89
10.5%

i入 院
220

8

3.6% 1

備考 病型分類ハ第3表 二準ズ

(10・5%)ニ シテ、入院肺結核患者 ノ「イ」二罹 患

セ シモ ノハ220例 中8例(3 .6%)ナ リ。

省、肺結核患者 ノ「イ」罹患後 二於 ケル結核 経過

ラ観察 スルニ昭和8年 及 同10年 ノ如 キ小 「エ ピ

デ ミー」 ノ襟 ニハ「イ」罹患 ガ誘 因 トナ リテ既存

ノ結核病攣 テ悪化或 ハ進展 セシメ且結核経過 テ

シテ不良 二導 キタ リ ト認 メ得 ルモ ノ無 カ リキ
。

第四章 総括拉二摘要

線 括

昭和8年 及同10年 冬季 ノ大阪地方二於ケル「イ

ンヲル エ ンザ・エ ピデ ミー」二際 シテ 「インフル

エ ンザ」患者 ノ喀疾及咽頭粘液 二就 テ培 養試瞼
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ラ行 ピタ リ。

余等 ノ得 タル成績 ヨリス レバ昭和8年 度 二於 テ

ノ・ご 氏菌 ハ138例 中116例(84.1%)、 肺 炎塑球

菌 ハ31例(22.4%)ニ シテ昭和10年 度 』於 テハ

プ氏菌 ハ90例 中3例(3.3%)、 肺 炎蟹鎚求菌 ・・17

例(18.9%)ノ 検 出傘 テ得 タリ。

爾 昭和6年 以降 ノ今 村 内科 二於 ケル肺結核患者

喀疾 二於 テ施行 セ シ培 養試験 ヨリス レバ プ氏菌

ノ検 出率 ハ概 シテ夏季 二勘 クシテ冬季 二増加 ス

ル傾 向 ア リ.之 テ「イ」流行年次 ト比較検討 スル

ニ昭和8年 冬季 二 於 テハ182例 中37例(20.3

%)ニ シテ昭和10年 度 ニ アリテハ177例 中8例

(4・5%)テ 算 シ、當該流行年次 ノ「イ」患者 二於

ケル本菌 ノ検 出曲線 ト略 ≧卒衡 スルモ ノアリ。

而 シテ肺 結核 患者 ノ喀疾 二於 テハ肺結核病症 ノ

重 篤 二傾 クニ從 ヒテ プ氏菌 ノ検 出率 テ高 メ、且

「イ」流行 時或 ハ非流行時 ナル ヲ 問 ハズ約10%

二於 テ常在細菌 トシテ本菌 テ検 出 セ リ。

斯 ク ノ如 クプ氏菌 ハ「イ」ノ流行年次 二依 リテ其

検 出率 二著 シキ動揺 テ示 シ、又肺結核患者喀疾

中 二於 テモ「イ」ノ流行 ト無 關係 二常在細菌 トシ

テ検 出 竺 ラル ・黙拉 二余等 ノ施行 セシ「イ」患者

ノ咽 頭洗1條濾液 テ以 テ セル動物實験成績等 ヨ リ

シテプ氏菌 ハ「イ」ノ病原 トシテ軍 二二次 的意義

テ有 スル ニ過 ギザ ルモ ノ ト思惟 ス。

「イ」ガ肺結核 二及 ボ ス=影響 二就 テハ昭和8年 度

ノ「イ」流行 二際 シテ外來患者1000例 中肺結核

患者 ノ「イ」二 罹患 セシモ ノ93例(9.3%)一 シ

テ、 入院肺結核 患者 ノ「イ」二 罹患 セ シモ ノハ

182例 中10例(5.5%)ナ リ。

而 シテ昭和10年 度 ノ流行 二 際 シテハ外 來患者

850例 中 肺結核患者 ノ「イ」二罹患 セ シモ ノハ89

例(10.5%)ニ シテ入院肺結核 患者 ノ 「イ」二罹

患 セ シモ ノハ220例 中8例(3・6%)ナ リ。

此雨度 ノ 「イ・エ ピデ ミー」二於 テハ肺結核患者

ノ「イ」罹患 ガ誘 因 トナ リテ既存 ノ結核病慶 テ悪

化 セ シメ或 ハ結核経過 二封 シテ悪影響 テ及ボサ

ザ リシモ ノ ・如 シ。

以上 二於 テ叙述 セ シ事項 テ 摘要 スレバ次 ノ如

シo

摘 要

1.「 インフルエ ンザ」患者 二於 ケル プ7イ フェル

氏菌 ノ検 出卒 ハ昭和8年 度 ノ「インフル エ ンザ」

流行時 ニア リテハ84.1%ニ シテ昭和10年 度 ニ

アリテハ3.3%ナ リ。

2.肺 結 核 患者 二於 テモ プフイ フ竺 氏菌 ハ無害

ノ常 在細菌 トシテ検 出 セラ レ夏季 二砂 クシテ多

季 二多 シ。

3.プ.イ フェル氏菌 ハ肺結核病症 ノ重篤 二傾 ク

ニ從 ヒテ其検 出率 テ高 ム。

4.昭 和8年 及 同10年 冬 季 ノ「インフルエ ンザ・

エ ピデ ミー」 ハ肺 結核 二封 シテ悪影響 テ及ボサ

ザ リシモ ノ・如 シ。

5・ 「インフルエ ンザ」.ノ病原 ハ或種 ノ濾過性病

毒 ガ之 二關與 シ、 プァイフェル氏菌 ハ軍 ニニ次的

ノ意義 ラ有 スル ニ過 ギザルモ ノト思惟 ス。

稿 ヲ終ルニ臨 ミ、 終始懇篤 ナ ル御指導 ヲ辱ウシ且御

校閲 ノ勢 ヲ賜ハ リタル恩師今村敏授 二封 ジテ深甚ナ

ル謝意 ヲ表ス。
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